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第1章 教育等施設長寿命化計 の概要 

 

 計 策定 背景 

昭和 高度成長期 成 バ 期 わ 多く 公共施設等 整備

進 公共施設等 更新時期 迎え あ 現 整備

当時 勢い 無く 人口減少や少子高齢 進行 結果 そ 需要 変 い

公共施設等 最適 図 必要 生 い  

う 背景 成 29 宮 公共施設等総合管理計 策定 公

共施設等 ネ ン 推進 計 基 く個別施設 具体

的 応方針 定 個別施設計 必要  

教育委員会 管 施設 い 文部科学省 学校施設 長 命 計 策

定 係 手引 及び 学校施設 長 命 計 策定 係 解説書 解説書

示 具体的 考え方や 手法 例等 充実 い

い社会教育や社会体育等 施設 含 教育等 施設全般 渡 計

宮 教育等施設長 命 計 個別施設計 計 いい

策定  

 

第 節 置付 目的 

宮 教育等施設長 命 計 個別施設計 計 いい

宮 総合計 調整 図 策定 宮 公共施設再配

置 地 効活用実施計 宮 公共施設等総合管理計 そ 個別施設

点検や診断 結果 踏 え 施設 長 命 や維持管理 更新等 関 方針

並び そ 容や時期 い 定  

総合管理計 策定 成 30 当時 比 新型コ 感 症 応

社会情勢 大 く変 学校 35 人学 法改

行わ 状況や 中一貫教育校 進捗状況 踏 え 公共施設 考え方 見直

い  
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〇各計 置付  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計 期間 

   宮 公共施設等総合管理計 い 計 期間 成 29 2017 度  

和 42 2060 度 い 計 様 和 42 2060  

度 期間  

計 実施 当 施設 老朽 状況等 的 把握 PDCA サ  

構築 計 5 見直  

 

 象施設 

計 類 施設 類 施設 称 施設 管課 

教育等施設 

長 命 計  

教育施設 

学校 3校  教育総務課 

中学校 2校   

学校給食 ン   

文 施設 
生涯学習 ン ﾗﾃ ｨｱ  生涯学習課 

念館  

施設 

立体育館  

民運動場  

武 館  

民温水   

山西   

袖 浦 休 中 ※ 産業振興課 

 

宮 総合計  

宮 公共施設等総合管理計 2017～2060  

宮 公共施設再配置 地 効活用実施計 2018～2027  

各種施設 点検 診断結果 

宮 行

系施設等個

別施設計  

二宮 教育

等施設長寿

命化計  

ン 施

設各長 命

計  

本計  

策定済  

今回策定 計  

※ 袖 浦 教育委員会 管 施設 あ 参考 掲載 い  
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学校施設編 
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第2章  学校施設の目指すべ 姿 

 安全性 

学校施設 児童 生 安心 学 環境 く 施設

整備 進 校舎や体育館 耐震補強 空調設備 入

行 い 一方 災害時 地域 避 場 活用

施設 あ 防災機能 十 備え いく必要 あ  

 

 学習活動 適応性 

時 変 訪 教育 容 変 応 多様 学習形態や

ICT 軟 学習環境 確保 いく 目指 い  

あ ゆ 児童 生 学習及び生活 場 良好 学校生活環境

確保 バ 配慮 安全 安心 環境 落 着い

学 施設 あ う 組 い  

 

 地域 拠点  

学校施設 地域 拠点 場 あ 地域 開 学校 く

進 いく 求 い 現 全 中学校 コ ュ

入 地域 開 学校 く 進 い  
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第 3 章 学校施設の現状 

 児童 生 数 推移 

学校児童数 推移 

    学校 児童数 和 2 5 1 日現 1,196 人 々減少  

昭和 60 2,885 人 比較 半数 い  

将来推計 今 減少 そ 一定 人数 推移 予想  

 

 

 

推移 将来推計 

S60 

1985 

H2 

1990 

H7 

1995 

H12 

2000 

H17 

2005 

H22 

2010 

H27 

2015 

R2 

2020 

R7 

2025 

R12 

2030 

R17 

2035 

宮 学校 1353 1009 835 703 708 672 607 655 － － － 

一色 学校 667 504 394 479 524 386 276 180 － － － 

山西 学校 865 622 603 523 471 436 404 361 － － － 

合計 人  2885 2135 1832 1705 1703 1494 1287 1196 998 1012 1030 

 

 

小学校児童数の推移 

  

2885

2135

1832
1705 1703

1494

1287
1196

998 1012 1030

0

500
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3500

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17

推移 将来推計
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中学校生 数 推移 

    中学校 生 数 和 2 5 1日現 625人 々減少  

昭和 60 1,612人 比較 半数 い  

将来推計 今 減少 そ 一定 人数 推移 予想  

 

 

 

推移 将来推計 

S60 

1985 

H2 

1990 

H7 

1995 

H12 

2000 

H17 

2005 

H22 

2010 

H27 

2015 

R2 

2020 

R7 

2025 

R12 

2030 

R17 

2035 

宮中学校 957 705 560 467 493 468 409 353 － － － 

宮西中学校 655 679 463 383 337 332 294 272 － － － 

合計 人  1612 1384 1023 850 830 800 703 625 539 502 513 

 

 

 

中学校生 数 人 推移 

  

1612

1384

1023

850 830 800
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推移 将来推計



7 

 

 施設 保 状況 

学校施設 

    学校 3校 中学校 2校 学校給食 ン 合計 6 学校施 

設 あ 学校全体 延床面積 18,921㎡ 中学校 14,542 ㎡ 学校給 

食 ン 1,422 ㎡ 学校施設 合わ 延床面積 34,885㎡  

 

学校施設 概要 

施設名称 竣工 構造 階数 延床面積 
児童  

生徒数 
学級数 

二宮小学校 
校舎 S46～S48 (1971～73) 

体育館 S50 (1975) 

RC 造 4 階 

S 造 1 階 
7,223 ㎡ 655 22 

一色小学校 
校舎 S41,45(1966,70)  

体育館 S48(1973) 

RC 造 3 階 

S 造 1 階 
5,518 ㎡ 180 10 

山西小学校 
校舎 S52(1977) 

体育館 S53(1978) 

RC 造 3 4 階 

S 造 階 
6,180 ㎡ 361 16 

二宮中学校 
校舎 S35,44,60(1960,69,85) 

体育館 S43(1968) 

RC 造 3 4 階 

S 造 1 階 
7,428 ㎡ 353 13 

二宮西中学校 

校舎 S55,56(1980,81) 

体育館 S55(1980) 

武道館 S63(1988) 

RC 造 階 

S 造 階 
7,114 ㎡ 272 12 

学校給食 

センタ  
H22(2010) S 造 階 1,42 ㎡ － － 

※児童 生 数 学 数 和 2 5 1日現  

※延床面積 宮 公共施設白書 成 25 3  
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築 整備状況 

    学校施設 施設 建築 次別 一般的 建築物 命 築 50 

建築物 一色 学校校舎 宮中学校校舎 1-1 1-2 び体育館  

あ 延床面積 合計 9,188㎡ 学校施設全体 約 27% 占 い  

築 40 50 満 建築物 宮 学校校舎 体育館 一色 学校体育 

館 山西 学校校舎 体育館 宮西中学校校舎 1 体育館 延床面積 合 

計 18,150㎡ 学校施設全体 約 53% 占 い  

    旧耐震基準 適用 い 昭和 56 1981 前 建設 建 

   築物 大半 学校施設 延床面積 合計 29,996㎡ 学校施設全体 約 88% 

   占 い 学校施設 耐震診断 行い そ 結果補強  

   必要 施設 耐震改修 完了 い  
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学校施設 配置状況 

  学校施設 学校 3 校 宮 各地区 等距 布 中学校

部 東西 配置 い 学校給食 ン 部 工業団地 置

い  

 

置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一色小学校 

二宮小学校 
二宮駅 

二宮中学校 

二宮西中学校 

山西小学校 

学校給食センタ  
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 施設関連経 推移 

   直近 5 間 施設関連経 和元 度 全 中学校 コン設置工  

実施 施設整備 大 く い  

   維持管理 必要 熱水 及び委 5 間 均 25,570 千 そ  

維持修繕 5 間 均 11,986千 い  

：千  

度 

費目 

H27 

2015 

H28 

2016 

H29 

2017 

H30 

2018 

R1 

2019 
5 均 

施設整備費 31,422 0 10,497 25,224 301,400 73,709 

維持修繕費 17,031 1,564 11,396 18,356 11,584 11,986 

光熱水費 委託費 27,466 24,070 23,659 26,118 26,537 25,570 

合計 75,919 25,634 45,552 69,698 339,521 111,265 

 

 

  

0

50,000

100,000
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300,000

350,000
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施設整備 維持修繕 熱水 委

施設関連経 推移 
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 今 維持 更新コ 来型  

   改築 建替え 大規模改造 来型管理 行 場合 今 40 間  

維持 改築 建替え コ い 解説書 参考 試算  

 

試算条件 

    改築 建替え 周期 50 そ 試算 必要 条件  

設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 種 周 期 建替 修繕期間 建設単価 改築 改造

改築(建替え 間 ㎡

大規模改造 間 ㎡

部位修繕
今後 ～ 以

計上

建物用途 部位及び 定区分
応 て改築単価 る割

合を設定

20 間の 均 8.6億円/  

20 間の総額 172億円 
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 老朽 状況 現状 

老朽 状況 把握 

老朽 状況 躯体 健全性調査 躯体 外 劣 状況調査  

細 把握 評価  

 

躯体 健全性調査方法 

躯体 健全性 昭和 56 前 旧耐震基準 建設 施設  

耐震診断時 既存 や現地調査 長 命 改築 建替え  

区  

耐震診断報告書 基 コン 強度 13.5N/ｍｍ 及 

び強度 不明 要調査 建物 試算 改築 建替え 区  

計 当 施設 あ  

 

躯体 外 調査方法 

    躯体 外 劣 状況 象施設 劣 状況調査票 作成 劣  

状況 把握 行 い  

    施設 屋根 屋 外壁 部 電気設備 機械設備 劣 状況 

や改修時期 把握 評価 行 い  

 

評価基準  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目視 評価 屋根・屋上 外壁
評価 基 準

良好 A 概 良好
B 部分的 劣化 安全上 機能上 問題 し
C 広範囲 劣化 安全上 機能上 具合発生 兆し

劣化 D

早急 応 必要 あ
安全上 機能上 問題あ
躯体 耐久性 影響 え い
設備 故障し施設運営 支障 え い )等

経過年数 評価
内部仕上 電気設備 機械設備
評価 基 準

良好 A 年未満
B ～4 年
C 4 年以上

劣化 D
経過年数 関わ 著し
い劣化事象 あ 場合
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健全度 算定  

    健全度 各施設 部 い 劣 状況 4段階 評価 100 

点満点 数値 評価指標 部 評価点 部 コ 配  

表 定 健全度 100点満点 算定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部位 コスト配分
部位 コスト配分

屋根・屋上 5.1

外壁 17.2

内部仕上 22.4

電気設備 8.0

機械設備 7.3

計 60.0

健全度

※ 点満点 ためコスト配分 合計値 割 いま
※健全度 数値 小さく ほ 劣化 進 い 示しま

総和［ 部位 評価点 × 部位 コスト配分 ］ ÷ 6

①部位 評価点
評価点

A 100

B 75

C 40

D 10
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建
物
情
報
一
覧

 

                                    

表● 建物情報一覧表

西暦 和暦

1 校舎 RC 4 1,988 1971 S46 49 旧 済 済 H14 14.3 長 命 A B B C C 68

2 校舎 － RC 4 2,197 1972 S47 48 旧 済 済 H14 15.5 長 命 B B B C C 66

3 校舎 － RC 4 2,094 1973 S48 47 旧 済 済 H14 18 長 命 B B B C C 66

4 体育館 S 1 870 1975 S50 45 旧 済 済 H14 長 命 D D D C C 18

5 校舎 RC 3 2,147 1966 S41 54 旧 済 済 H11 23.4 長 命 B C D C C 32

6 校舎 － RC 3 2,383 1970 S45 50 旧 済 済 H11 28 長 命 B B C C C 53

7 体育館 S 1 914 1973 S48 47 旧 済 H11 長 命 B D D B C 28

8 校舎 RC 4 3,146 1977 S52 43 旧 済 済 H8 22 長 命 B D B C C 47

9 校舎 RC 3 1,969 1977 S52 43 旧 済 済 H8 22 長 命 B C B C C 56

10 体育館 S 1 897 1978 S53 42 旧 済 済 H8 長 命 B B B B C 71

11 校舎 － RC 4 2,256 1969 S44 51 旧 済 済 H10 18.8 長 命 B B B C C 66

12 校舎 － RC 3 1,425 1960 S35 60 旧 済 済 H10 16.1 長 命 B C B B C 61

14 校舎 RC 3 2,523 1985 S60 35 新 長 命 D D B B C 47

13 体育館 S 1 977 1968 S43 52 旧 済 済 H10 長 命 B B B B C 71

15 校舎 － RC 4 2,927 1980 S55 40 旧 済 済 H16 24.4 長 命 D B B C C 61

16 校舎 － RC 4 2,648 1981 S56 39 旧 済 済 H16 22.8 長 命 D B B C C 61

17 体育館 S 1 1,158 1980 S55 40 旧 済 済 H16 28.8 長 命 B B C B C 58

18 武道場 S 1 242 1988 S63 32 新 長 命 C B B B B 72

19 学校給食センタ 学校給食センタ S 2 1,422 2010 H22 10 新 長 命 B B A A A 91

C：鉄筋コンク ト造 :鉄骨造 W：木造

新：新耐震基準 旧：旧耐震基準

済：実施済み  ：未実施   ：不要

二宮中学校

二宮西中学校

健全度

点満点
建物名 棟番号

二宮小学校

一色小学校

山西小学校

計算上
区分

屋根 屋上 外壁 部仕上 電気設備 機械設備築 数 基準

劣化状況評価 ンク

通

番号
施設名 構造 階数

延床面積

㎡

建築 度
診断 補強 調査 度

圧縮強度

N ｍｍ

建物基本情報 耐震安全性 長 命化 定
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 今 維持 更新コ 長 命 型  

適 時期 大規模改造や長 命 改修 実施 前提 建

物 目標耐用 数 80 長 命 型管理 行 場合 今 40 間

維持 改築 建替え コ い 解説書 参考 試算  

 

試算条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
20 間の 均 5.9億円/  

20 間の総額 119億円 

長 命化型管理：施設建物 目標耐用 数8

工 種 周 期
改修 改造 修繕

期 間
建設単価

改修 改造 修繕

長 命化改修 間
㎡

改築 建替え 費 %を想定

大規模改造
改築 長 命

化改修 前後 間 重

る場合 実施 い

間
㎡

改築 建替え 費 %を想定

部位修繕
今後 ～ 以

計上
間

建物用途 部位及び 定区分
応 て改築単価 る割合

を設定

建設当時よ  

児童、生徒の数  

半減す 時期 

R17(2035)  
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来型 長 命型 比較 い  

公共施設 管理方法 巻 改築中心 来型管理

長 命 型管理 転換 図 段 示 来型  

建物 50 サ 消耗品 様 捉え 途中 ~ 回 保全

的 機能回復 図 改修 図 耐用 数 到来 建 替え いく

考え方 々 いく機能 性能 劣 積極的 応 い 建

物 経 劣 共 使い勝手 悪く 耐用 数 到来 解体

い  

一方 長 命 型 建物 予防保全的 改修や改造 前提 80 サ

長期 建物 考え 経 劣 修繕 く 機能や性能 劣

い 一定 用 投 回復 図 時 合 使い勝手 良

向 例：人感 ンサ 付 LED 照明や自動水栓 交換 バ

応  

建物 命 中間点 あ 築 40 付近 改築 60％ 想定 大

用 投 長 命 改修 実施 コン や鉄筋 建物躯体

保全措置や 新 外装 更新 多様 使用形態 応 間

変更 大掛 ュ 実施  

 

今 校舎管理 考え方 

現 中学校 校 校舎 び体育館 均 築 46 いう状況

来型管理 考え 10 間 多 用 投 次々 建 替え

図 時期 迎え 力 考慮 現実的 あ  

長 命 型管理 考え 大規模 維持 更新 投資 30

送 40 間 総 コ 比較 来型

縮減効果 発揮  

長 命 型管理 目的 来 来型管理

的 担 準 40 間 総 コ あ

現 中学校 建物 校全体 サ 考え

体 維持 い わ  

今 教育委員会 力 入 いく 中一貫教育 検討 い

計 5 6 ペ 示 和 17 2035 児童数 将

来予想 踏 え 20 程度 目途 建物 整理 統合 考え いく

必要 あ  
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第 4 章 学校施設整備の基本的な方針等 

  学校施設 規模 配置計 等 方針 

 

 計 策定 あ 全 施設 建築及び 機械 電気設備 非構造

部材 い 専門技術者 現地調査や強度試験 実施 14ペ

参照 建築 い 築 40 超え 建物 多く 中 60 建物

あ 構造躯体 コン 中性 縮強度 い 適

強度 出 耐震改修工 実施 い 建物 使用 問

あ  

一方 構造躯体 外 劣 状況 著 く 腐食や雨漏 数多くあ

優 整理 や 修繕 いく必要 あ 空

調設備 入や 応 設備投資 行 基 的

学校生活 充実 時 変 合わ 機能 更新 求

 

教育委員会 力 入 いく 中一貫教育 進捗状況や

児童生 数 状況 踏 え 長 命 型管理 建物 延命

担 準 図  

多く 校舎 建築 40 経過 い 定期的 老朽

進行状況 確認  

そ 施設 統廃合 規模縮 等 実施 検討 あ 例え 棟

減築や機能向 図 改修 改築や移転 幅広い視点 配置 規模 適

努  

 

 

 

各施設 方針 

施設 称 施設 方針 

宮 学校 

校舎 耐力度 活用 見込 設備 更新や建物 補修

計 的 実施 長 命 図 次 20 間 活用 目指  

体育館 い 耐震性 あ 施設 老朽 著 い 明確

建替え 検討 建 替え 当 敷地条件 整理

や 公共施設 複合 検討 い 時間 要 現状

維持 修繕 早急 実施  
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一色 学校 

校舎 耐力度 活用 見込 設備 更新や建物 補修

計 的 実施 長 命 図 次 20 間 活用 目指  

体育館 い 耐震性 あ 施設 老朽 著 い 明確

大規模修繕 実施 建替え 検討 建 替え

当 地域 施設 複合 検討 い 時間 要

数 現状 維持 修繕 早急 実施  

山西 学校 

校舎 耐力度 活用 見込 設備 更新や建物 補修

計 的 実施 長 命 図 次 20 間 活用 目指  

構造躯体 緊急性 高い修繕 必要 ヶ 無い 腐食や防水

劣 早目 修繕 要 箇 多い や 実施 い  

宮中学校 

校舎 耐力度 活用 見込 設備 更新や建物 補修

計 的 実施 長 命 図 次 20 間 活用 目指  

校舎 い 塩害等 外壁 剥落 生 周辺通行者や

建物利用者 ケ 生 恐 あ 応急修繕 実施

早い段階 棟全体 全面打診点検 行う 抜 的 補修 実

施  

 

宮西 

中学校 

校舎 耐力度 活用 見込 設備 更新や建物 補修

計 的 実施 長 命 図 次 20 間 活用 目指  

校 中 最 地区 数 浅い建物 多い 特 長 命 意

識 今 活用 図 う 維持管理 い  

 

学校給食 

ン  

建物 耐力度 十 あ 全体的 大 不具合

築 数 浅い 予防保全型 維持管理 実施 長 命 型

管理 図  
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参考  

大規模改修 例 耐用 数 超え 設備や機能 現状回復  

外壁 装等 補修 更新 

屋 防水等 補修 更新 

更新 

電気設備等 

空調設備等 

    ※建築 20 目 60 目 目安 実施 

 

長 命 改修 例 構造躯体 補修 機能向  

コン 中性 策 鉄筋 腐食 策 

給排水管 空調 ュ ビ 電設備 更新 

耐久性 優 材  

多様 要求 応 

    ※建築 40 目 目安 実施 

 

 

建築基準法第 12条 規定 建築物 定期報告 い  

 一定規模 公会堂(集会場) 図書館等 人 多く集 想定 特定

建築物 建築基準法第 12条 基 く建築物 定期調査報告 原則

毎 実施 義務付 い  

定期調査報告 特 建物外壁 塗 や い

基 的 10 全面打診 義務付 い 外壁 コン

打 建物 除  

学校 校舎等 神奈川県 法 特定建築物 置 い

児童 生 建物利用者等 安全 確保 定期調査報告 準

様 全面打診 実施 検討  

 

既存不適格建築物 適法 い  

   建築当時 法 改 現 法 適合 い既存 建築 防火設備等

既存不適格建築物 置 い 直 適法 義

務付 あ  

利用者 安全 確保 や 応

建物 構造 関わ 大規模 修繕や 増築等 計 場合 是

義務 生 予 応 検討 く必要 あ  
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第 5 章 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 

 改修等 整備水準 

長 命 改修等 物理的 不具合 直 く 安全性 向

や ン 更新等 建築物 耐久性 向 建築物 機能

や性能 施設 現 求 い 水準 引 目指  

改修 あわ 省 ネ等環境 配慮 改修 用 効果 考慮 行

う  

 

 維持管理 目 手法等 

長 命 図 定期的 改修工 等 行 う く 日常的

定期的 施設 点検や清掃 情報管理 行 う必要 あ 建築

物 劣 状況 細 把握 早急 異常 気付く 施

設 応 維持 改修 容や時期 計 反映  

 

 

参考  施設管理者 実施 定期的 点検 容 支障 い状

態 確認 国家機関 建築物及びそ 附帯施設 保全 関 基準 国土交通省大

臣官 庁営繕部 別 参照 参考 定期的 点検 容

劣 状況調査票 使用 点検周期 1  

維持管理分類 項目 内容 頻度 主 担当者

清掃
快適 環境 維持し 建物 仕上
材や機器 命 延ば ため 塵や

汚 除去
毎日 施設管理者

日常点検
機器及び設備 い 異常 有無
兆候 発見

毎日 施設管理者

自主点検

機器及び設備 破損 腐食状況 把
握し 修理・修繕等 保全計画 立

施設管理者 行 う自主点検 あ
た 支障 い状態 確認 国
家機関 建築物及びそ 附帯施設
保全 関 基準 国土交通省大臣
官 庁営繕部 参考
施設設置者 行 う自主点検 あ

た 劣化状況調査票 表 ～
8 利用

周期 設定
施設管理者
施設設置者

法定点検
自主点検 確認 い箇 や法
的 定め た箇 関し 専門業
者 点検

周期 設定 専門業者

臨時的 点検 臨時点検
日常 定期点検以外 行 う臨時的
点検

故障時等随時実施
施設管理者
施設設置者
専門業者

情報管理 施設台帳 整備
点検・工事 履歴 作成し 各施設
現状把握や計画へ 反映 活用

各点検 改修 修繕
後 実施

施設設置者

日常的 点検

定期的 点検
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第 6 章 長寿命化の実施計  

改修等 優 付 実施計  

改修等 優 付  

   建築物 現況調査や劣 状況 施設 利用環境 民 施設 長 命

改修時期等 踏 え 状況 考慮 改修等 優 付 行 い

緊急 態 生 場合 別途計 見直  

 

実施計  

 直近 3 個別施設 整備計 案  
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スポーツ施設・文化施設編 
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第7章  スポ ツ施設 文化施設の目指すべ 姿 

 宮 教育大綱 成 27 10 策定 成 31 2 改定 基 理念

民一人 く 力 地域 力 活 共 学 共

育 教育 推進 い 大綱 基 方針 民 主人公

文化 生涯学習 振興 進 い  

第 5 次 宮 総合計  期基 計 ［ 成 31 2019 度～ 成 34 2022

度］ い 文化施設 い 生涯学習推進 組 く 施策

民 主体的 組 学習活動 加え そ 学習成果 還元 活動 含

生涯学習 組 く 進 置 い  

施設 い 地域 振興及 活動支援 充

実 掲 具体的 環境 充実 図 関わ 各

種団体 連携 民 主体 活動 推進 図 置

い   

 施設 文化施設 日 民 安心 集い学 活動

場 活用 一方 広域避難 一時避難場 等 指定 災

害時 安全 安心 施設 整備 保全 求 い  
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第8章 スポ ツ施設 文化施設の現状 

施設 現状及 利用団体数 利用者数 推移 

 立体育館 

体育室 ン 多目的室 会議室 貸出 行  

健康 く 各種 サ 打合 等 利用 い  

利用団体数 成 26～30 度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 民運動場 

 球 サ カ 陸 各種屋外 利用 多目的 ウン

管理棟 設備 あ  

利用団体数 成 26～30 度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3164

3310

3407

3298

3391

3000

3100

3200

3300

3400

3500

H26 H27 H28 H29 H30

団
体
数

利用 度

利用団体数 人数 成26～30 度

692
719 709 702

612

500

600

700

800

H26 H27 H28 H29 H30

団
体
数

利用 度

利用団体数 成26～30 度
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 武道館 

武道館 剣道 空手 柔道 合気道 武道 場 各種軽  

場 貸 出 行 い  

 

利用団体数 成 26～30 度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 民温水プ  

屋 プ 及 会議 軽い運動 多目的 備え い  

間 通 外 多く 方 利用 学校 水泳授業 活用 

い 健康 く 水中運動教室 開催 い  

 

利用者数 成 26～30 度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

986
960 958

912
890

700

800

900

1000

1100

H26 H27 H28 H29 H30

団
体
数

利用 度

利用団体数 成26～30 度

59,538 

61,752 

68,378 

64,752 
63,089 

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

H26 H27 H28 H29 H30

利
用
人
数

利用 度

利用者数( 成26～30 度
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 山西プ  

    屋外 50ｍプ 小プ 及 管理棟 構成 毎 7 1 日 

～8 31 日 開設 い 一般 利用 加え 学校 水泳授業 利用  

い  

 

利用者数 成 26～30 度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生涯学習 ン  ン 図書館 含  

ホ 展示 ン 図書館 備

え 施設 生涯学習 場 あ 文化活動 サ 活動 各種 ベン

外問わ 幅広く利用 い  

 

ン利用件数 成 26～30 度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6,427 

5,545 

6,220 

5,270 

5,659 

4000

5000

6000

7000

H26 H27 H28 H29 H30

利
用
人
数

利用 度

利用者数 成26～30 度

6,668 
6,714 6,723 

6,777 

6,552 

6,000

6,200

6,400

6,600

6,800

7,000

H26 H27 H28 H29 H30

利
用
件
数

区

利用 度

利用件数 成26～30 度
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図書館利用者数 成 26～30 度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ふ 念館 

     宮 生 育 家 見利節 作品 展示 保管  

貸 出 行 い 建設 あ 篤志家 土地 

物 寄贈 見利節 遺族 約 2,000点近く 作品 寄贈  

開館 1 多く 来館者 あ そ い水準  

推移 い  

 

利用者数 成 26～30 度  

 

  

217925
223910

213555 212004

174944

150000

170000

190000

210000

230000

250000

H26 H27 H28 H29 H30

利
用
人
数

利用 度

利用者数 成26～30 度

2,543 

1,391 

616 643 758 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H26 H27 H28 H29 H30

利
用
人
数

利用 度

利用者数 成26～30 度
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 施設 保 状況 

施設数 規模 

現在 体育館 プ 施設 施設 生涯学習 ン   

ン 文化施設 施設 合わ 施設 あ  

施設 延床面積合計 5566.48 ㎡ 文化施設 延床面積合計  

5506.5㎡ 合わ 11072.98㎡ 公共施設全 66施設 延床面積合 

計 69418.2㎡ 約 15.9％ 占 い  

 

施設 文化施設一覧表 

 

施設 称 在地 構 造 

階数 

地

地  

敷地面積 

㎡  

延床面積 

㎡  

工  

築 数  

立体育館 
山西 

218-10 

RC 造 一部

SRC 造 S 造  
 4323.18 2141.02 

S60/1985 

(35) 

民運動場 

管理棟 

山西 

2023 1 
造  31738.00 210.50 

H2/1990 

(30) 

武道館 
宮 

961-25 
造  2069.73 644.47 

S55/1980 

(40) ※旧耐震 

民温水プ  
中  

308 
造  3702.00 2022.37 

H6/1994 

(26) 

山西プ  

管理棟 

山西 

2033-1 
造  2719.50 372.41 

S57/1982 

 (38) 

※袖 浦プ  

管理棟 

宮 

92 
造  

袖 浦

公園  
175.71 

H4/1992 

(28) 

生涯学習 ン  

ン 

図書館 含  

宮 

1240-10 
造  9545.11 5284.57 

H12/2000 

(20) 

ふ 念館 
山西 

1953-1 
木造  966.61 221.93 

H23/2011 

(9) 

RC 造：鉄筋コン 造 SRC 造：鉄骨鉄筋コン 造 S 造：鉄骨造 

築 数 和 2 2020 7 時点 

※ 袖 浦プ 成 28 度 休 い 教育委員会 管 施設 あ 参

考 掲載 い  
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築 整備状況 

     施設 文化施設 施設 建築 次 一般的 建築物  

命 近い 築 40 建築物 宮 武道館 延床面積 644.47㎡  

あ 8 施設全体 延床面積合計 11072.98㎡ 約 5.8％ 占 い  

 

旧耐震基準 適用 い 昭和 56 1981 前 建設 建 

築物 武道館 644.47㎡ 8施設延床面積合計 約 5.8％ 新耐 

震基準 建設 建築物 7施設 11072.98㎡ 94.2％ い 

 

武道館 耐震診断 結果 耐震性 い状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設 文化施設 配置状況 

     施設 文化施設 施設 う 民温水プ 宮 中央部東 

側 置 い そ 施設 宮 部 布 い  
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置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

民温水プ ル 

武道館 

二宮駅 

袖 浦プ ル 

民運動場 

山西プ ル 

立体育館 

生涯学習センタ  ラデ ン 

図書館を含  

ふた 記念館 
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 施設関連経 推移 

 

施設関連経 千  

 
成 27 度 成 28 度 成 29 度 成 30 度 成 31 度 5 均 

維持修  
9,693 12,510 17,307 25,690 25,700 18,180 

熱水

委  
62,284 88,490 91,880 88,338 88,400 83,878 

施設関連経

合計 
71,977 101,000 109,187 114,028 114,100 102,059 

※ 新設整備等 実施  

 

 

施設関連経  

  

々増加傾向 ある 

71,977 

101,000 

109,187 

114,028 114,100 

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

成27 度 成28 度 成29 度 成30 度 成31 度

千

度

施設関連経
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 今 維持 更新コ 従来型  

    改築 建替え 及 大規模改造 従来型管理 行 場合 今 40  

間 維持 改築 建替え コ い 解説書 参考 試算  

試算条件 

改築 建替え 周期 50 設定 そ 試算 必要 条件 次

設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 種 周 期 建替 修繕期間 建設単価 改築 改造

改築 建替え 年 年間 ㎡

大規模改造 年 年間 ㎡

部位修繕
今後 ～ 年以

計上
年

建物用途 部位及び判定区分
応 改築単価 割

合 設定
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 老朽化状況 現状 

老朽化状況 把握 

老朽化状況 躯体 健全性調査 躯体 外 劣化状況調査  

詳細 把握 評価  

 

躯体 健全性調査方法 

躯体 健全性 昭和 56 前 旧耐震基準 建設 施設 計 

武道館 耐震診断時 既存 現地調査 長 命化  

改築 建替え 区  

耐震診断報告書 基 コン 強度 13.5N/ｍｍ 及 強 

度 不明 要調査 建物 試算 改築 建替え 区  

 

 

躯体 外 調査方法 

     躯体 外 劣化状況 象施設 劣化状況調査票 作成 劣化 

状況 把握 行 い  

    施設 屋根 屋 外壁 部 電気設備 機械設備 劣化状況  

   改修時期 把握 評価 行 い  

 

評価基準  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目視 評価 屋根 屋上 外壁
評価 基 準

良好 A 概 良好
B 部分的 劣化 安全上 機能上 問題
C 広範囲 劣化 安全上 機能上 具合発生 兆

劣化 D

早急 応 必要 あ
安全上 機能上 問題あ
躯体 耐久性 影響 え い
設備 故障 施設運営 支障 え い 等

経過年数 評価
部 上 電気設備 機械設備
評価 基 準

良好 A 年未満
B ～ 年
C 年以上

劣化 D
経過年数 関わ 著
い劣化事象 あ 場合
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健全度 算定  

 

    健全度 各施設 部 い 劣化状況 4段階 評価 100 

点満点 数値化 評価指標 部 評価点 部 コ 配  

表 定 健全度 100点満点 算定  

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

部位 評価点
評価点

A 100

B 75

C 40

D 10

部位 コス 配分
部位 コス 配分

屋根 屋上 5.1

外壁 17.2

部 上 22.4

電気設備 8.0

機械設備 7.3

計 60.0

健全度

※ 点満点 コス 配分 合計値 割 い
※健全度 数値 小さく ほ 劣化 進 い 示

総和［ 部位 評価点 × 部位 コス 配分 ］ ÷



3
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建
物
情
報
一
覧
 

                                    

表 建物情報一覧表

西暦 和暦

1 立体育館 RC 2 2,141 1984 S59 35 新 ／ ／ ／ ／ 長 命 B C B B B 65

2 民運動場 S 1 211 1989 H元 30 新 ／ ／ ／ ／ 長 命 B A B B B 82

3 武道館 RC 1 645 1979 S54 40 旧 済 - H8 25 長 命 B B C C C 53

4 民温水プ RC 2 2,023 1993 H5 26 新 ／ ／ ／ ／ 長 命 A C D D D 26

5 山西プ RC 1 373 1982 S57 37 新 ／ ／ ／ ／ 長 命 B B C B B 62

6 生涯学習センタ ン RC 3 5,285 2000 H12 19 新 ／ ／ ／ ／ 長 命 D C C C C 37

7 ふ 念館 W 1 222 2010 H22 9 新 ／ ／ ／ ／ 長 命 A A C A A 78

C：鉄筋コンク 造 :鉄骨造 W：木造
新：新耐震基準 旧：旧耐震基準
済：実施済   ：未実施   ／： 要

圧縮強
度

N ｍｍ

建物基本情報 耐震安全性 長 命化判定 劣化状況評価 ンク

番号 施設名 構造 数
延床面積

㎡

建築年度

築年数 基準 診断 補強
調査年

度

健全度
点

満点

計算上
区分

屋根 屋
上

外壁
部
上

電気設
備

機械設
備
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 今 維持 更新コ 長 命化型  

適 時期 大規模改造 長 命化改修 実施 前提 施

設建物 目標耐用 数 80 長 命化型管理 行 場合 い 解

説書 参考 試算 今 40 間 維持 改築(建替え)コ 98 億

金 従来型管理 行 場合 コ 114 億 比較

16億 減少  

今 40 間 1 あ 施設関連経 均経 2.4 億 /  

過去 施設関連経 1.0億 / 比 2.4倍 従来型 

管理 行 場合 2.8億 / 比 0.4億 / 減少  

10 間 コ 長 命化型管理 行 場合 従来型管理 比  

準化  

 

 試算条件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長 命化型管理：施設建物 目標耐用年数 年

工 種 周 期
改修 改造 修繕

期 間
建設単価

改修 改造 修繕

長 命化改修 年 年間
㎡

改築 建替え 費 % 想定

大規模改造
年 改築 長 命

化改修 前後 年間 重

場合 実施 い

年間
㎡

改築 建替え 費 % 想定

部位修繕
今後 ～ 年以

計上
年間

建物用途 部位及び判定区分
応 改築単価 割合
設定
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40 間の 均 

2.4億円 
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第9章 スポ ツ施設 文化施設整備の基本的 方針等 

  施設 文化施設 規模 配置計 等 方針 

全 施設 大規模 改修 行わ 建築当時 設備 運営  

老朽化 進 現 的 使い方 適 い い機能 設備 あ 

 

現状 把握 今 計 具体的 策定  

いく必要 あ  

 

各施設 方針 

施設 称 施設 方針 

立体育館 
現況調査 実施 設備 更新 建物 補修 計 的 実施

長 命化 図  

民運動場 
現況調査 実施 設備 更新 建物 補修 計 的 実施

長 命化 図  

武道館 

老朽化 く新耐震基準 準拠 い い 施設

機能移転 検討  

屋 現庁舎 駐車場 兼 い 建物

維持管理 引 行 う 施設廃 機能

移転 利用 い 周辺施設 一体 検討

 

民温水プ  

山西プ  

※袖 浦プ  

現況調査 実施 設備 更新 建物 補修 必要 概算金

算出 プ 方向性 成 30 一度示 い

そ 時 変化 踏 え 施設 統廃合 長 命化 終期 設

定 改 検討 ※ 休 中 あ 袖 浦プ 除

く  

生涯学習 ン  

ン 

図書館 含  

現況調査 結果 踏 え 長 命化 実施設計 行い

今 一部 庁舎機能移転 検討 設備 更新 建物

補修 実施  

ふ 念館 定期的 建物 点検 実施 引 適 維持管理  

 

 改修等 基 的 方針 

長 命化 方針 

中長期的 維持 改築 建替え 等 係 コ 縮減 予算  

準化 実施 適 時期 大規模改造 改修 長 命化改修 実 
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施 基  

長 命化改修 あ 前 施設 文化施設 規模 配置 

計 等 方針 並 再配置等実施計 基 進 い  

建築 25 ～35 程度経過 時点 老朽化 進行 著 い 

場合 え 担 増加 可能性 あ そ 時  

状況 用 効果 検証 そ 長 命化改修 実施  

無 そ 策 ュ 検討 い  

 

目標使用 数 改修周期 設定 

施設 文化施設 い 前号 長 命化 方針 従い 長  

命化改修 実施 適当 断 施設 い 建築 80 使用 

目標 大規模改修 改造 建築 20 60 そ 間 長 

命化改修 建築 40 実施 いく 基  

 

参考  

大規模改修 例 耐用 数 超え 設備 機能 現状回復  

外壁 装等 補修 更新 

屋 防水等 補修 更新 

更新 

電気設備等 

空調設備等 

      ※建築 20 目 60 目 目安 実施 

 

長 命化改修 例 構造躯体 補修 機能向  

コン 中性化 策 鉄筋 腐食 策 

給排水管 空調 ュ ビ 電設備 更新 

耐久性 優 材  

多様 要求 応 

      ※建築 40 目 目安 実施 

 

建築基準法第 12条 規定 建築物 定期報告 い  

     建築基準法第 12条 基 く建築物 定期調査報告 一定規模 公会 

堂 体育館等 特定建築物 い 毎 行 う 義務付  

施設 文化施設 立体育館 民温水プ 生

涯学習 ン 施設 調査 象建物 い  

定期調査報告 特 建物外壁 塗 い 

基 的 10 全面打診 義務付 い 計 
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的 行 い 外壁 コン 打 建物 除  

神奈川県 法 そ 施設 文化施設 特定建築物 

置 い 建物利用者等 安全 図 定期調査 

報告 準 様 全面打診 行 う う検討  

 生涯学習 ン 外壁 大半 一部 コン 打  

い 民温水プ 外壁 大半 コン 打

面 壁 一部 い  

 

既存不適格建築物 適法化 い  

     現在 法 適合 い既存建物 特定天井 ベ 既存不適 

格建築物 置 直 適法化 義務付  

あ 利用者 安全 図 応  
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第10章 基本的 方針等を踏 えた施設整備の水準等 

 改修等 整備水準 

長 命化改修等 物理的 不具合 直 く 安全性 向

フ ン 更新等 建築物 耐久性 向 建築物 機能

性能 施設 現在求 い 水準 引 目指  

改修 あわ 省 ネ等環境 配慮 改修 用 効果 考慮 行

う  

 

 維持管理 目 手法等 

長 命化 図 定期的 改修工 等 行 う く 日常的

定期的 施設 点検 清掃 情報管理 行 う必要 あ 建築

物 劣化状況 詳細 把握 早急 異常 気付く 施

設 応 維持 改修 容 時期 計 反映  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 施設管理者 実施 定期的 点検 容 支障 い状態

確認 国家機関 建築物及 そ 附帯施設 保全 関 基準 国土交通省大臣

官 庁営 部 紙参照 参考 定期的 点検 容

劣化状況調査票 使用 点検頻度 1  

維持管理分類 項目 容 頻度 主 担当者

清掃
快適 環境 維持 建物

上 材や機器 命 延ば
塵や汚 除去

毎日 施設管理者

日常点検
機器及び設備 い 異常
有無 兆候 発見

毎日 施設管理者

自主点検

機器及び設備 破損 腐食状況
把握 修理 修繕等 保全計

立
施設管理者 行 う自主点検

あ 支障 い状態
確認 国家機関 建築物及びそ

附帯施設 保全 関 基準
国土交通省大臣官 庁営繕部
参考
施設設置者 行 う自主点検

あ 劣化状況調査票 表
～ 利用

周期 設定
施設管理者
施設設置者

法定点検
自主点検 確認 い箇
や法的 定 箇 関

専門業者 点検
周期 設定 専門業者

臨時的 点検 臨時点検
日常 定期点検以外 行 う臨時
的 点検

故障時等 時実
施

施設管理者
施設設置者
専門業者

情報管理 施設台帳 整備
点検 工事 履歴 作成 各施
設 現状把握や計 へ 反映
活用

各点検 改修
修繕後 実施

施設設置者

日常的 点検

定期的 点検
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第11章 長寿命化の実施計  

 改修等 優 付 実施計  

改修等 優 付  

    建築物 現況調査 劣化状況 施設 利用環境 民 施設 長 命 

化改修時期等 踏 え 状況 考慮 改修等 優 付 行 

い 緊急 態 生 場合 途配慮  

 

実施計  

 

直近 5 個 施設 整備計 案   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長 命化 コ 見通 長 命化 効果 

今 維持 更新コ 第 3章 4及 6 い 長 命化型管理 行 う

従来型管理 比 施設関連経 一 あ 均金 及

今 40 間 総 減少 各 度 予算 準化 図

 

改築 建替え 時期 延 廃棄物 減少 環境 荷

減少 図 従来型管理 転換 今 長 命化型管理 進 いく

計 的 執行 情報基盤 整備 活用 そ 推進体制等 整備等

要 紙：従来型管理 長 命化型管理 転換 図  

施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費

新増築事業費

改築事業費

耐震化事業
非構造部材 耐震化

含
立体育館 6 生涯学習センタ 130

民温水プ 13 民運動場 0.5 生涯学習センタ 208 立体育館 3 立体育館 35

武道館 3 民運動場 9.1 民運動場 20

民温水プ 43.2 武道館 24 武道館 9

山西プ 37 民温水プ 50 民温水プ 14

山西プ 16

生涯学習センタ 18

大規模改造 老朽

防災関連事業

整備 生涯学習センタ 15

空調整備 生涯学習センタ 475

立体育館 11 生涯学習センタ 3 立体育館 4.5 立体育館 6

民運動場 1.5 民運動場 7

山西プ 15 民温水プ 10

ふ 念館 2

施設 26 施設 26 施設 26 施設 26 施設 26

施設 88 施設 88 施設 88 施設 88 施設 88

127 233.2 930 221.6 247

そ 整備費

維持修繕費

光熱水費 委 費

合計

2025

R5 R6 R7

単位：百万

施
設
整
備
費

長 命化改修

部位修繕

2021

R3

2022

R4

2023 2024年度

事業名称
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第12章 長寿命化計 個別施設計 の 的運用方針 

 情報基盤 整備 活用 

宮 公共施設等総合管理計 基 方針並 計 基 く点検 診

断等 実施 建築基準法 規定 12 条点検 含 建築物 状況 適時 把

握 ベ 蓄積 全庁的 一元管理 ベ

適 更新 活用 長 命化計 的 進 い  

 

 推進体制等 整備 

宮 公共施設等総合管理計 基 方針 基 長 命化計 実施

組 横断 全庁的 組体制 構築  

計 着実 遂行 庁 検討会等 活用 長 命化

共通意識 効率的 運営 施設 利活用 手法等 向 職員 意識改革 図

必要 あ 研修会等 実施  

毎 9 施設点検 間 各施設管理者 共 巡回点検 実施

 

 

 フ プ 

宮 公共施設等総合管理計 フ プ 基 方針 基 公 

共施設等 総合的 計 的 管理 関 基 的 方針 等 関 進捗状況 

的確 補足 社会情勢 変化 必要 応 目標 設定 方 

針 見直 PDCA サ 宮 公共施設等総合管理計 及 

計 推進  

PDCAサ  

Ａ
計

実行

評価

Ａ
改善

各計 課

い 具体的 策

調査 検討 改

善 図  

公共施設等総合

管理計 宮

公共施設再配置

地 効活用 実

施計 及 計   

ほ  

各計 実行  

実行 計

い 現状把握

課 抽出

 

 

ｻｲｸﾙ 

※ Ａサ 原則 回 大規模 見直 概 10 毎 実施 予定  



・断熱化等のエコ改修

・トイレ改修

・空調改修

・外装、内装等の改修

・断熱化等のエコ改修

・トイレ改修

・空調改修

・コンクリート中性化対策

・鉄筋の腐食対策

・耐久性に優れた

　仕上げ材への取替え

・多様な学習内容・学習

　形態への対応

長寿命化改修費

（改築費用の6割
程度の費用）

大規模改造費
（予防保全的な改修）

大規模改造費
（予防保全的な改修）

改築費

建物しゅん工

経年による
機能・性能の劣化

改　築

（現状回復等）
大規模改造

・外装、内装等の改修

長寿命化改修 大規模改造
（現状回復等）

80年間
（建物を良い状態に保ち、躯体の耐用年数まで使う）

大規模改造費
（事後保全的な改修）

改築費

（事後保全的な改修）

改築費

改　築 改　築

（機能・性能の劣化に殆ど対応しないため、使い勝手が悪くなって解体してしまう）

建物しゅん工

経年による
機能・性能の劣化

（機能向上）

転換

40～50年間

施設全体の機能に相当な支障が発生する水準

施設全体の機能に相当な支障が発生する水準

建
物

の
水

準
建

物
の

水
準

改築中心（従来型管理）から長寿命化型管理への転換イメージ図

改築中心（従来型管理）のイメージ

長寿命化型管理のイメージ

「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書　平成29年3月文部科学省」より引用

大規模改造費


